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特別利益、特別損失の計上及び業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

当社は、下記の通り2022 年３月期第４四半期において、特別利益、特別損失を計上いたしましたので

お知らせいたします。また、2021年５月14日に公表した通期連結業績予想値と本日公表の実績値に差異

が生じましたので、お知らせいたします。 

記 

１．特別利益について 

（１）助成金収入

新型コロナウイルス感染症にかかる感染拡大防止協力金、営業時間短縮協力金、雇用調整助成金等の

申請により「助成金収入」220 百万円を計上いたします。2022 年３月期連結会計年度では 1,158 百万円

となりました。 

２．特別損失について 

（１）減損損失（のれん）

株式取得により発生したのれんについて、外部環境の変化を踏まえ今後の計画を保守的に見直した結

果、のれんの「減損損失」724百万円を計上いたします。 

（２）減損損失（固定資産）

新型コロナウイルス感染症拡大等による経済環境の変化から、収益性の低下が見込まれる固定資産に

ついて、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、当社が保有する

共用資産及び店舗資産について減損会計処理を適用し、固定資産の「減損損失」426百万円を計上いたし

ます。 

なお、2022年３月期連結会計年度の減損損失は1,403百万円となりました。 

（３）債権譲渡損

当社子会社が保有していた債権について、譲渡に伴う損失として、「債権譲渡損」を411百万円計上い

たします。 



 

 

３．2022年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異     （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

(2021年５月14日発表) 
76,500 670 430 110 2円63銭 

今回実績（Ｂ） 70,374 △791 △827 △1,846 △42円67銭 

増減額（Ｂ-Ａ） △6,125 △1,461 △1,257 △1,956 ― 

増減率（％） △8.0 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2021年３月期） 
69,619 △1,185 △1,503 △2,558 △61円05銭 

 

（１）差異の理由 

当連結会計年度におきましては、新型コロナウイルス感染症における時短営業など外出行動の制限

による影響を受けております。また、社会情勢による輸出入の制限や原材料費の高騰による影響を受

けたことにより、当初の計画と比較し差異が生じております。 

 

① 売上高について 

売上高につきましては、計画比△6,125百万円となりました。主な要因は、コロナ禍よる影響及び

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当連結累計期間の売上高が2,585百万円減少したことによるものでありま

す。 

 

② 営業利益・経常利益について 

 営業利益・経常利益につきましては、営業利益は計画比△1,461百万円、経常利益は計画比△1,257

百万円となりました。 

主な要因は、新型コロナ禍の影響により時短営業や来店人数の制限などによる営業制限に加え、エ

ネルギー価格の上昇による燃料費や物流費用の増加、大幅な円安による仕入原価の上昇、輸出入の制

限による原材料費の高騰、販売先の取扱高の減少によるものであります。 

 

③ 親会社株主に帰属する当期純利益について 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、計画比△1,956百万円となりました。主な要因

はのれん残高の回収可能性見直しによる減損損失971百万円、収益性の低下が見込まれる固定資産に

おける減損損失431百万円などを計上したことによるものであります。 

以上 


